
チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

① 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である 24

・子どもたちが伸び伸びと過ごせ

　るよう、十分な広さのスペース

　を確保しています。子どもの

　姿・活動に応じてグループに分

　かれ落ち着いて過ごすことが出

　来るよう工夫しています。

・引き続き活動と子どもの状況にあっ

　た環境（部屋等）の整備に努め、必

　要に応じ散歩や近隣の公園の利用に

　も努めていきます。

② 職員の配置数は適切である 24

・子どもの人数に対して適切であ

　り、個々の様子に合わせて他の

　職員が柔軟に対応しています。

・運営規定上の職員の配置数を満たし

　ておりますが、子どもたちが安全・

　安心に楽しく過ごせるように適切に

　職員を配置していきます。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になって

いる。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリア

フリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている

24

・子どもたちの発達の特徴に合わ

　せ、絵カード、写真カード、ス

　ケジュールカード等を使い視覚

　的にわかりやすくしたり、場面

　に応じた環境設定をしていま

　す。

・ロッカーや靴箱などにマークを

　つけたり、注目しやすいような

　区切りを利用したり、お子さん

　の興味の持てる方法で安心して

　生活できる様、工夫をしていま

　す。

・室内には連絡用の電話が各部屋

　に設置されており、必要に応じ

　すぐに連絡が取れるようになっ

　ています。

・今後も本人の立場で考え、場所に応

　じたわかりやすい環境を提供し、安

　全に生活が送れるよう努めます。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっている。

また、子ども達の活動に合わせた空間となっている
24

・毎日、清掃や消毒、整頓を行

　い、心地よく過ごせる環境を整

　えています。

・空いている部屋に、いろいろな

　遊具を設定し、遊びの充実を

　図っています。

・毎月、安全チェックを行い、安

　全面・衛生面に配慮していま

　す。

・今後も引き続き毎日の遊具の安全点

　検、室内外の点検、感染予防対策を

　行い、安全な療育環境に努めます。

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返

り）に、広く職員が参画している
24

・療育活動、行事等の計画を1年

　単位で立案し、振り返り（反

　省）を全員参画で行い、今後

　の課題につなげています。

・ＰＤＣＡサイクルを繰り返すことで

　療育改善の意識をもって、支援が行

　われるようにします。

⑥

保護者向け評価表により、保護者等に対して事業所の評価を

実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善に

つなげている

24

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏ま

え、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による

支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホーム

ページ等で公開している

24

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげ

ている
24

・第三者による外部監査は行って

　おりません。

・県や市による行政監査で受けた指摘

　や指導を改善につなげていきます。

⑨ 職員の資質向上を行うために、研修の機会を確保している 24

・外部研修・内部研修を行いまし

　た。今後も職員の資質向上をめ

　ざし、現状や職員のニーズに合

　わせて積極的に参加します。

・引き続き職員の資質向上に努め、研

　修会等に積極的に参加していきま

　す。

事業所名　知立市立ひまわり園
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・事業所向け児童発達支援評価と

　保護者向け児童発達支援評価を

　行い、その結果を日々の療育や

　業務の改善につなげています。

　また結果についてはホームペー

　ジに公表し、入園式にて説明を

　しています。

・子どもの体にあった机や椅子を用意

　するなど落ち着いて過ごせるよう、

　環境を整備しました。

・過ごしやすいよう、朝の会を２部制

　にしました。

事業所職員向け 児童発達支援評価表



⑩
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題

を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している
24

・アセスメントからニーズや課題

　をくみ取り、専門職からの助言

　や発達検査の結果を参考に、職

　員間で検討し支援計画を立てて

　います。

・引き続き、適切なアセスメントを丁

　寧に行い、モニタリングを行う中で

　お子さんと保護者の願いを汲み取

　り、支援計画を作成していきます。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセス

メントツールを使用している
24

・食事、排泄、着脱、遊び、対人

　などの項目について細かく記録

　しています。

・お子さんの発達把握が的確にできる

　ように、アセスメントツールの活用

　に努めます。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童

発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移

行支援）」「家族支援」「地域支援」で示す支援内容から子

どもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されている

24

・「健康・生活」「運動・感覚」

　「認知・行動」「人間関係・社

　会性」「「言語・コミュニケー

　ション」５領域の総合的支援の

　提供に努めます。

・個々の発達や姿に合わせ、生活

　面や遊びについての短期目標・

　長期目標を立て、見直しをしな

　がら設定しています。

・職員間で具体的内容を検討し、

　共通理解を図ったうえで行って

　います。

・今後も「児童発達支援ガイドライ

　ン」に基づき、提供すべき支援を適

　切に選択し、具体的な支援内容を設

　定していきます。

・「家族支援」「地域支援」に関して

　も内容の充実を図っていきます。

⑬ 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 24

・目標の達成状況や子どもの姿を

　確認し、年に2回個別懇談を行

　い、保護者とともに計画に沿っ

　た支援を行っています。

・月に1回職員会を開催し、一人

　ひとりの発達状況を多角的な視

　点で確認し、支援計画の共有を

　した上で共通した支援を行って

　います。必要に応じ支援計画の

　再設定をしています。

・引き続き、個別支援計画に沿った支

　援を行っていきます。

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っている 24

・前月の活動の反省を踏まえ、活

　動プログラムは専門職の助言を

　取り入れながらクラス担任間で

　話し合って立案しています。

・引き続き、専門職の助言も取り入れ

　ながらより良い活動が行えるように

　努めていきます。

⑮ 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 24

・感触遊び、運動遊び、集団遊

　び、音楽、製作、季節の遊びな

　ど、色々な活動プログラムの中

　から子どもの姿に応じてねらい

　を持ち、計画しています。

・安全配慮を重点に子どもたちのため

　の活動を検討していきます。引き続

　き、活動プログラムを固定化しない

　ように職員で話し合いながら計画し

　ていきます。

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わ

せて児童発達支援計画を作成している
24

・個別活動として、着脱、排泄、

　食事等、身辺自立に向けた支援

　計画を作成しています。

・集団活動として遊びの中で順番

　ややりとり等、人とのかかわり

　スキルが身につくよう計画して

　います。

・引き続き、個別活動と集団活動を適

　宜組み合わせた活動を計画していき

　ます。

⑰
支援開始前には職員間で必ず打ち合わせをし、その日行われ

る支援の内容や役割分担について確認している
24

・毎日朝礼で打ち合わせをして、

　活動内容を打ち合わせたり、役

　割分担の確認をしています。時

　差勤務の職員にも伝達していま

　す。

・子どもの状況に応じて計画を作成

　し、クラスの職員間で共有していま

　す。また、毎日朝礼で支援内容や役

　割分担を確認し実施しています。

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打ち合わせをし、その日行わ

れた支援の振り返りを行い、気づいた点等を共有している
24

・支援終了後には、その日にあっ

　たことや、気づきを振り返り、

　意見を出し合ったり共通理解す

　るようにし、翌日の支援につな

　げています。

・支援終了後、クラス内で振り返りを

　し、改善策を話し合っています。ま

　たそれを翌日、翌週以降の活動や支

　援内容に反映させています。

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・

改善につなげている
24

・日々の子どもの姿を記入してい

　ます。

・引き続き、支援の検証・改善につな

　げるように努めます。
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⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの

必要性を判断している
24

・送迎の際、子どもの姿を保護者

　へ伝えながらモニタリングを

　し、個別支援計画に繋げるとと

　もに、保護者支援にもつながる

　よう努めています。

・年に2回個別支援計画の見直し

　を行い、保護者と確認しなが

　ら、次の支援目標を定めていま

　す。

・半年ごとのモニタリングの他、見直

　しが必要な場合はその都度モニタリ

　ングを行い、支援計画を修正してい

　ます。

㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの

状況に精通した最もふさわしいものが参画している
24

・ケースに応じて必要な職員が参

　加しています。

・ケースに応じて必要な職員が参加し

　ています。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連携

した支援を行っている
24

・保健センター・保育係・小学

　校・特別支援学校・児童発達支

　援事業所等と関係機関の担当者

　と顔の見える関係が構築されて

　おり、連携を取り合う体制がで

　きています。

・引き続き、関係諸機関と連携し、切

　れ目のない支援を行っていきます。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども等

を支援している場合）

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連

携した支援を行っている

24

・医師の指示のもと、看護師や保

　健師が経管栄養法を取り入れて

　います。

・医師の指示のもと、看護師や保健師

　が実施していきます。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども等

を支援している場合）

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている

24
・保護者を通じて情報共有、連絡

　等を行っています。

・医師の指示のもと、看護師や保健師

　が実施していきます。

㉕

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援

学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理

解を図っている

24

・保護者の意向を踏まえた上で双

　方が施設を見学し、情報共有を

　しています。

・子どもの姿にあわせて、地域の

　保育園と交流保育をしていま

　す。自園の職員も同行し、情報

　共有しやすいようにしていま

　す。

・今後も子どもの姿に合わせて移行支

　援ができるよう情報を共有して相互

　理解に努め、体制を整えていきま

　す。

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間で

支援内容等の情報共有と相互理解を図っている
24

・「保護者向け学習会」の中で就

　学に向けた講演を実施していま

　す。

・地域の小学校や特別支援学校の

　先生が来園して子どもの様子を

　見たり、担任と情報共有したり

　しています。

・年長児・年中児の保護者を対象

　に特別支援学校見学会が行われ

　ています。

・引き続き、連携を取り合い子どもの

　姿を伝え、情報共有・相互理解を

　図っていきます。

㉗

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達障害

者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けて

いる

24

・近隣五市で連携し、施設実習を

　行っています。その中で行われ

　ている研修にも参加していま

　す。

・県や西三河で行う研修に参加し

　ています。

・今後も専門機関等と連携をし、研修

　や助言を受け、職員の資質向上に努

　めていきます。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害のない子

どもと活動する機会がある
24

・クラス別に市内公立保育園と交

　流保育を行い、園庭で遊んだり

　室内にて自由遊びを楽しみまし

　た。

・子ども達に無理のないよう、引き続

　き交流できる機会を設けていきま

　す。来年度は園児と一緒に遊ぶ機会

　をもてると良いと思います。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会議

等へ積極的に参加している
24 ・代表者が参加しています。

・今年度子ども部会が立ち上がりまし

　た。引き続き積極的に参加していき

　ます。
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㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の

状況や課題について共通理解を持っている
24

・主に連絡帳と送迎時の伝達に

　なっていますが、その日にあっ

　た事柄をわかりやすく伝えたり

　、家の様子を伝えてもらったり

　しています。

・年に２回の「親子で遊ぼう会」

　では職員と一緒に活動に参加す

　る中で子どもの様子を知って頂

　いたり、モニタリングの際には

　保護者にミラー越しに子どもの

　姿を見ながら様子を伝える機会

　を作り、保護者と共通理解が図

　れるよう努めています。

・引き続き保護者と共通理解を深めら

　れるように努めていきます。

㉛

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族

支援プログラム（ペアレント・トレーニング等）の支援を

行っている

2 22

・「保護者向け学習会」の中で子

　どもの理解を深め関わり方を学

　ぶ機会としています。

・来年度も引き続き「先輩ママを招い

　た座談会」を実施するなど保護者の

　方と子どもたちの支援について考え

　ていきます。

㉜ 運営規定、利用者負担等について丁寧な説明を行っている 24
・入園時に必ず説明を行った上で

　同意を得ています。

・説明会だけでは保護者の方々が理解

　しきれない部分があれば、保護者か

　らの問い合わせ等に応じ、その都度

　丁寧な説明ができるように心がけて

　いきます。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支

援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児

童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護

者から児童発達支援計画の同意を得ている

24

・保護者と職員が子どもの姿につ

　いて共通理解をしたうえで「児

　童発達支援計画」の同意を得て

　いる。

・児童発達支援ガイドラインに基づ

　き、児童発達支援計画を作成してい

　ます。引き続き具体的に支援内容を

　示しながら説明を行い、同意を得る

　ように努めます。

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切

に応じ、必要な助言と支援を行っている
24

・個別懇談会を年に2回設け、保

　護者の相談に応じています。

・保護者からの悩み、、相談があ

　ればその都度対応しています。

・送迎時や連絡帳、電話等でいつでも

　相談に応じています。

・今後も保護者が相談しやすい環境づ

　くりを目指し、適切な支援ができる

　ように努めていきます。

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士の連携を支援している
24

・保護者会、ＯＢ会、茶話会等の

　参加を支援しています。

・引き続き、保護者会への協力・サ

　ポートを継続していきます。また、

　保護者の方同士の繋がりが持てるよ

　うな機会を少しでも増えるよう取り

　組んでいきます。

㊱

子どもや保護者からの相談や申し入れについて、対応の体制

を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入

れがあった場合に迅速かつ適切に対応している

24

・相談には即対応しています。担

　任、児童発達支援管理責任者、

　園長が話を聞き、必要に応じて

　外部機関と連携しています。

・引き続き相談や申し入れに対し、迅

　速かつ適切に対応していきます。

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等

の情報を子どもや保護者に対して発信している
24

・定例の園だよりに加え行事の案

　内を配布しています。また、活

　動内容を写真で知らせたり、感

　染症情報等を掲示しています。

・緊急時の対応としては「絆ネッ

　ト」の登録をしてもらい対応し

　ています。

・月に1度、おたよりを作成し、配布し

　ています。来年度は早めの配布に努

　めます。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している 24

・個人情報は鍵のかかる書庫に保

　管しています。

・行事の際には、保護者が撮影し

　た画像、映像の扱いに留意して

　もらえるよう話をしています。

・個人情報やセキュリティの取り

　扱いに関する研修やチェックが

　定期的にあります。

・引き続き個人情報の取扱いに十分注

　意していきます。

㊴
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮をしている
24

・写真や絵カード、タイムタイ

　マーを使うなど、お子さんの発

　達や特性に合わせた支援を行っ

　ています。

・子どもや保護者と意思の疎通や情報

　伝達をするために、引き続きわかり

　やすい支援方法を工夫し配慮してい

　きます。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運

営を図っている
24

・コロナ禍の中での開所であった

　ため、今後検討し実施していき

　ます。

・地域に開かれた事業運営を安全に行

　えるよう連携を取り合っていきま

　す。
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㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュ

アル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を

想定した訓練を実施している

24

・自然災害や火事、不審者対応、

　嘔吐物処理、ＡＥＤ操作方法の

　確認と保護者への引き渡し訓練

　を行いました。

・訓練ごとに反省をして対応の改

　善に繋げています。

・マニュアルの周知徹底と柔軟な対応

　がとれるよう、引き続き様々な事態

　を想定し訓練を実施していきます。

・保護者に向けての周知方法も検討し

　ていきます。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練を行っている
24

・非常時に落ち着いて避難できる

　よう、毎月様々な災害を想定し

　て訓練ができるよう努めます。

・引き続き、毎月の訓練を実施できる

　よう努めます。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等の子どもの状況を

確認している
24

・入園時に健康の記録を記入して

　いもらい、保育士、看護師、保

　健師が保護者から状況の聞き取

　りをしています。

・投薬は薬連絡表を提出してもら

　い、対応しています。

・引き続き、子どもの状況把握及び適

　切な対応ができるように努めていき

　ます。

・変更があった場合にも即対応できる

　様、保護者との連携を図っていきま

　す。

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づ

く対応がされている
24

・「アレルギー疾患・生活管理指

　導票」を医師に書いていただき

　対応しています。

・食事の際は、調理員、検食者、

　担当保育士等、複数人でチェッ

　クしています。

・引き続き、適切な対応ができるよう

　に取り組んでいきます。

㊺ ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有している 24

・他の施設でのヒヤリハットの共

　有や、その都度気づいた点を職

　員間で報告しあい、事業所内で

　の共有をしています。

・ヒヤリハットやケガには充分に気を

　付け、事故が起こらないように事業

　所内で共有し留意していきます。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な

対応をしている
24

・「チェックリスト」を個々に行

　い意識の啓発に努めました。今

　後手引きの読み合わせや研修等

　を取り入れていく予定です。

・虐待防止委員会を設置し、定期的に

　支援方法の確認しています。引き続

　き適切な対応をしていきます。

㊼

どのような場合にやむを得ず、身体拘束を行うかについて、

組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分説明し了解を

得たうえで、児童発達支援計画に記載している

24

・保護者の方には面談の中で療育

　内容について十分な説明をさせ

　て頂きながら行っております。

・今後も職員の虐待に対する意識の啓

　発に努めていきます。

・全職員で身体拘束についての認識を

　共有していきます。

・子どもの安全を確保するためのもの

　については、今後、報告書への記入

　と保護者への報告をさせていただき

　ます。
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